
大学院 基礎看護学特論Ⅰ演習シラバス（看護学科） 2024年１月 18日 

１．研究方法を選択し、研究計画書を作成できる。(A-1) 
２．倫理委員会へ倫理申請書を作成できる。（A-1） 
３．中間発表にて研究計画を発表できる。（A-1） 
A―１【高度な専門的知識・技能と情報収集能力】 
ヒューマンケアリングに基づく看護学分野の専門的知識・技能、看護開発や政策形成過程のエビデンス

につながる情報収集能力を身に付けている。 

 
基礎看護学特論Ⅰ演習評価ルーブリック（看護学専攻） 

評価項目 A（25 点） B（20 点） C（15 点） 
D（１つでもあて
はまれば不合格） 

１．研究方法を選
択し、研究計画書
を作成できる。

(A-1) 

□テーマに基づ
き、積極的に適切
な方法で文献検索
を行い、的確なま
とめ、クリティー
クをし、テーマ決
定から適切な方法
で研究計画を作成

できる。 

□テーマに基づ
き、おおむね妥当
な方法で文献検索
を行い、おおむね
まとめ、クリティ
ークをし、テーマ
決定からある程度
の方法で研究計画
を作成できる。 

□テーマに基づ
き、少し多くの
指導により方法
で文献検索を行
い、すこしまと
め、クリティー
クをし、テーマ
決定から方法ま
で研究計画を作
成できる。 

□研究計画を作成
できない。 

２．倫理委員会へ
倫理申請書を作成
できる。（A-1）  

研究を行う上で、
主体的にテーマに
そった的確に倫理
的配慮を考慮した
倫理申請書を作成

できる 

研究を行う上で、
おおむね倫理的配
慮を考慮した倫理
申請書を作成でき

る 

研究を行う上
で、多くの指導
により少し倫理
的配慮を考慮し
た倫理申請書を
作成できる。 

倫理的配慮を考え
た、倫理申請書が
作成できない。 

３．中間発表にて
研究計画を発表で
きる。（A-1） 

□テーマに基づ
き、積極的に適切
な方法で文献検索
を行い、的確にま
とめ、クリティー
クを発表できる。 
□自らが考えた倫
理的配慮を含めた
研究計画（テー
マ、目的、方法、
分析、論理的配

□テーマに基づ
き、ある程度の方
法で文献検索を行
いおおむねまと
め、クリティーク
を発表できる。 
□自らが考えた倫
理的配慮を含めた
研究計画（テー
マ、目的、方法、
分析、論理的配

□テーマに基づ
き、方法は雑であ
るが文献検索を
行い、少しまと
め、クリティーク
を発表できる。 
□研究計画（テ
ーマ、目的、方
法、分析、論理
的配慮）を少し
不足してるが発

□テーマに基づか
ず、文献検索を行
えず、まとめもで
きず、クリティー
クを発表できな
い。 
□研究計画（テー
マ、目的、方法、分
析、論理的配慮）を
発表できない 



慮）を積極的に発
表、適切に論破で

きる。 

慮）をおおむね発
表、議論できる。 

表、少し議論で
きる。 
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□テーマに即した
内容を、指定の規
則で大変明確に論
理的に記載でき
る。文献を引用で

きる。 

□テーマに即した
内容を、指定の規
則でおおむね明確
に論理的に記載で
きる。文献を引用

できる 

□テーマに即し
た内容を、指定
の規則でやや不
明確であるが記
載できる。適切
に文献を引用さ

れてない 

□テーマに即した
内容がなく不明確
に記載して提出す
るのみ。 
文献を引用なしか
不適切。 
提出遅れ、あるい
は出さない。 

 
 


